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１．環境方針 
 

今社会で問題視されております、地球温暖化、森林伐採、地下資源

の枯渇など、人類の我欲のために犯してしまった過ちに気づき、人

類がもう一度自然と手を結び、活気ある生活を取り戻すため、当社

は製紙原料の収集、運搬、再資源化事業に、環境負荷の低減に寄与

するため、会社一丸となって取り組みます。 

 

＜環境保全推進への行動指針＞ 

１．製紙原料の収集運搬等における燃料の削減に取り組みます。 

２．圧縮梱包機、照明などにおける電力節減を行います。 

３．節水に努め、地下水の汲み上げ量を低減いたします。 

４．業務上発生する廃棄物の圧縮に取り組みます。 

５．企業や学校での環境出前講座等に積極的に講師派遣を行います 

６．環境に関する法規制・条例などの要求事項を遵守いたします。 

以上の事柄を当社の環境保全への取組みの方針として、社長以下社

をあげて推進いたします。 

 

平成 21年 6月 1日 

有限会社 藁重紙プレスセンター 

代表取締役 竹内治光 
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２．組織の概要等 

１） 組織の概要 
（1） 事業所名及び代表者名 
有限会社 藁重紙プレスセンター 
 

（2） 所在地 
本社 愛知県常滑市金山字菖蒲池 34番地 
工場 愛知県常滑市金山字出地田 205番地 
 

（3） 環境管理責任者、担当者連絡先 
環境管理責任者・担当者 
竹内千永見 
連絡先 TEL/FAX ０５６９－４３－４１３５ 
 

（4） 法人設立年月日 
平成 5年 8月 24日 
 

（5） 資本金 
3,000千円 
 

（6） 組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代表者 

竹内治光 

環境管理責任者 
 

竹内千永見 

保全整備安全部門 
梶田幸司 

環境方針、取組みの見直し評価、

環境管理責任者の任命 

環境管理の全事項 
環境担当者、事務局の任命 
環境会議の開催 
代表者への報告 

事務局 
鯉江文子、神谷知香 環境管理責任者の補佐 

古紙選別部門 
神谷知香 

紙製容器、アルミ缶選別部門

鯉江文子 
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（7） 事業活動の概要 
本社：管理、事務 
工場：古紙回収、運搬、圧縮、梱包、販売、一般廃棄物の収集運搬 

 
２．許可、登録の内容 
一般廃棄物 
常滑市一般廃棄物処理業、指令第 15号 
平成 20年 4月 1日～平成 22年 3月 31日 
 
廃棄物再生事業「古紙の再生」 
愛知県許可 第２３９６０８２号 
登録年月日 平成 8年 2月 20日（住所変更のため再登録） 

 
３．事業の規模、施設等の状況 
１）従業員 10名（内パート 6名） 
 
２）事業所敷地面積 4,141㎡ 
内建物面積：工場、倉庫 938㎡、事務所：42㎡ 
 

３）車両保有台数 
フォークリフト 3台（３ｔ、２ｔ） 
ショベルローダ 1台（２ｔ） 
トラック４ｔ、３ｔ、１ｔ 各 1台 
クレーン付３ｔトラック 1台 
パッカー車 3台 
 

4）主要設備 ベーラー 1台 
 



 5

３．環境目標とその実績、評価 

基準年度
目標値 

（下段：対基準年度比削減率） 
 
実績値 

 
目標項目 

  2006年度 2008年度 2009年度 2010年度 2008年実績

電気（単位：/. 

kg-CO2） 28,764 
28,188 
（－2％）

27,901 
（－3％）

27,613 
（－4％） 

24,534 
（－15％）

ガ

ソ

リ

ン 

6,225 
6,101 

（－2％）
6,038 

（－3％）
5,976 

（－4％） 
7,692 

（+24％）

軽

油 
42,706 

41,852 
（－2％）

41,425 
（－3％）

40,998 
（－4％） 

54,458 
（＋28％）

 
二

酸

化

炭

素 
の

削

減 燃料 
（単位：

kg-CO2） 

Ｌ

Ｐ

Ｇ 
21.4 

20.9 
（－2％）

20.7 
（－3％）

20.5 
（－4％） 

20.1 
（－６％）

総排水量の削減（単

位㎥） 
100 

98 
（－2％）

97 
（－3％）

96 
（－4％） 

72 
（－28％）

廃棄物量の削減（単

位：kg） 
101 

99 
（－2％）

98 
（－3％）

97 
（－4％） 

100 
（－１％） 

 
実績の評価 
二酸化炭素の削減目標値に対し 2008年度は、ガソリン 26％、軽油 30％ 

それぞれ目標値をより増加したが、2008 年度は 2006 年度に比べ仕事量（処
理量）が 8.5％増加し、更に収集運搬エリアが大府市、南知多など大幅に拡大
した為、削減努力が追いつかなかったものと評価致します。 
電気は 13％、LPGは 4％、目標値を削減出来、従業員のエコに対しての 
意識が数値に表れたものと評価致します。 
総排水量は、26％削減出来たが、廃棄物量は 1％と今一歩でした。 
総合的に評価・検討の結果、2008 年度は仕事量（処理量）の増加に比例し

てトラックやリフト等の燃料が増加したが、その他は、目標値を大幅に 
達成出来ていると推測致します。今後も社員一人一人の意識を向上させ、更な

る環境活動に取組んでいく方針であります。 
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４．主要な環境活動計画の内容と取組み結果の評価 

＜電気量の削減＞ 
１）構内の窓の開閉を励行し、自然光の取り入れ、自然換気を行うことで、

余分な電力を削減する。 
（中間審査期間中の自己評価：◎） 
２）圧縮梱包機について、未使用時の電源 OFFが励行する。 
（中間審査期間中の自己評価：◎） 

 
＜燃料削減＞ 
１）エコドライブを周知徹底させる。 
（中間審査期間中の自己評価：○） 
２）車両整備を定期的に行う。特にエンジンオイルの交換、エアフィルター

の清掃などにより車両性能を維持する。 
（中間審査期間中の自己評価：◎） 

 
＜水使用量の削減＞ 
１）上水道が敷設されていないため井戸水を使用しているが、ポンプで汲み

上げているため節水に努め、水量＝電力量の削減を行う。 
（中間審査期間中の自己評価：◎） 
２）手洗いにエコ洗剤を使用する。 
（中間審査期間中の自己評価：◎） 

 
＜廃棄物の圧縮＞ 
入荷量のほぼ全量をリサイクル原料として出荷しているが、分別を徹底して

さらなる圧縮を行う。 
（中間審査期間中の自己評価：◎） 

 
 
注）◎：十分満足すべき結果である 

○：概ね満足すべき結果である 
△：取組みがやや不足している 
×：取組みが出来ていない 
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５．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

自主的な点検の結果、平成５年の法人設立以降、本報告書の作成時点に至る

まで、環境関連法規への違反は見当たらなかった。また、この間外部からの

指摘や訴訟も受けていない。 
 

６．当社の紹介記事 

当社の見学者の受け入れ活動が、新聞記事に掲載されました。引き続き、積極

的に見学者を受け入れていきます。 

 


